
� ɽ͡Ίʹ
　ҟৗؾ、ٿԹஆ化にΑるӨ͕ڹ大͖くͳっ
ているࠓ日、は2050年までにΧーϘンニϡー
トϥルをࢦすこͱをએݴし、2030年のԹࣨޮ果
Ψスの۩ମతͳݮඪをද明しています。
　水道ࣄ業に͓͚るిྗফඅは年ؒ73.3ԯk8hで
͋Γ、国内૯ిྗফඅྔの0.� （̀2016年࣮）
をΊています。一ํ、2030年のඪͱしては
2013年ൺで 5 গͱͳる21.6ສt-$0ݮˋ 2の$02
ഉग़ྔࠐݟݮをٿԹஆ化ରܭࡦըにて掲͛て
います。$02ഉग़ݮのたΊのରࡦはこΕまで
さΕて͖ました͕、ඪには不ेで͋るこࢪ࣮
ͱから、ΑΓޮతͳ$02ࡦํݮを講͡るඞཁ
͕͋Γます。
� ɽૉԽのख๏
　ૉ化に͚たओͳ手法ͱしては、Թࣨޮ果
Ψスのഉग़ݮを͏ߦ؇和ࡦͱして、লエωル
Ϊー化ͱ࠶ੜՄエωルΪーಋ入͕͋Γます。
（1）লエωルΪー化
ᶃ�管理強化・運用ݟしɿポンプࠐٵѹྗを活用
した配水ポンプ運సのݟしにΑΓ、ి
ྗをݮするରࡦです。
ᶄ�ઃඋվྑ・ઃඋ加ɿՄมポンプのಋ入に
ΑΓ、ి ྗফඅ͕いઃඋվྑするରࡦです。
ᶅ�プロセスのม更・ޮߴ機ثのಋ入ɿࣗݾ水ݯ
のഇࢭड水及び配水のҐஔエωルΪーを活
用しిྗをݮするରࡦです。また、ۙ年ਪਐ
さΕている広域化にΑΓ、ޮのѱいࢪઃを౷
ഇ߹するこͱで、さらͳる$02ޮݮ果͕ظ
で͖ます。

ੜՄエωルΪーのಋ入࠶（2）
ᶃ�太ཅޫ発ిのಋ入ɿড়水のະར用、Ζա
の֖の上෦、ݐのࠜにઃஔし発ిします。

ᶄ�小水ྗ発ిのಋ入ɿ水ݯからড়水のམࠩ、ড়
水から配水のམࠩにΑるҐஔエωルΪー
をར用し発ిします。
　Ҏ上ΑΓ、ૉ化ରࡦをਐΊるにたっては、
ポテンݮした上で、$02ྀߟ業のಛੑをࣄ֤
シャルのݕ౼をߦい、ରࡦをਪਐしていくこͱ͕
。ΊらΕていますٻ
　また、ۙ年では新たͳऔΈͱして、Ծ発ి
所ࣄ業（711:7irtual�1ower�1lant）の参ը͕
。ΘΕていますߦ
　711ͱは、ড়水の水道ࢪઃに͓͚るௐ
ྗ（ஷཹྔ）を活用してిྗফඅ時ؒଳをコント
ロールするこͱで、水道ࢪઃをܥ౷全ମのిྗध
給ௐͱして活かすࣄ業です。本ࣄ業でظさΕ
るओͳޮ果ͱしてはᶃ発ిग़ྗのมಈ͕͋る࠶ੜ
ՄエωルΪーಋ入の֦大、ᶄϐーク時ؒଳのి
、ݙߩ給のڙ用ྔのฏ४化にΑるిྗ҆定ؾ
ᶅఏڙしたௐྗにΑるऩ入͕ಘらΕるこͱです。
߹ੜՄエωルΪーのมಈ発ిのׂ࠶、ޙࠓ　
͕ଟくͳるにͭΕて、このిྗध給ௐྗの
ニーζ͕ߴまるこͱ͕ࠐݟまΕるたΊ、水道ࣄ業
に͓͚る新たͳऩ入ݯͱͳるこͱ͕ظさΕま
す。ۙ年、村ড়水（大ࡕ広域水道企業団）
でಋ入さΕています。
� ɽおΘΓʹ
　基盤強化をは͡Ί、ղܾする͖ଟくの՝を
๊͑ている水道ࣄ業に͓いては、ૉ化社会
のऔΈをͲこまでॏࢹで͖るか͕ΘΕていま
す。ޙࠓ、धཁྔのݮগઃඋのٺ化͕ਐΜで
いくこͱをྀߟするͱ、広域化ઃඋ更新の機会
に͋Θͤてޮతに࣮ࢪするこͱ༗ޮͱ͑ߟら
Εます。
　ૉ社会の࣮ݱは社会一ؙͱͳってࢦす
͖ので͋Γ、֤ࣄ業のಛੑഎܠを౿ま͑、ੵ
。ΊらΕていますٻతͳऔΈ͕ۃ

（ग़య）ૉ水道システム構築͚たௐࠪ一式報告
書（ްੜ࿑ಇলҩༀ・ੜ活Ӵੜ局水道՝）、水道シス
テムの$02ݮポテンシャルのਪܭͱͦの手順のఏ
案（ްੜ࿑ಇߦਪਐௐࠪࣄ業水道システムに͓͚
るΧーϘンニϡートϥル࣮ݱに͚た؇和ࡦͱީؾ
มಈӨڹにରするదԠࡦのਪਐのたΊの研究൝）
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